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研究成果の概要（和文）：現在のポストインペリアルな歴史状況における英国文化は、大英帝国

解体後になおも残存する帝国意識、または、その保守主義を批判的に乗り越える新たなヒュー

マニズムと多文化主義の可能性によっては、十分捉えることができない。むしろ、21 世紀の現

在につながるグローバル化や帝国主義に注目する「長い 20 世紀」の視座を考慮することによ

り、本研究は、「英文学」をその重要な一部とするグローバルな帝国の文化が、冷戦期米国のモ

ダニズム文学と大学の研究・教育制度の編制にトランスナショナルに転回した英国リベラリズ

ムの政治文化によっても担われていたことを論じた。 
 
研究成果の概要（英文）：This research project has shown that the present English culture, 
itself deeply embedded in and actively engaged with the various developments of 
globalization and neo-imperialism, cannot be explained enough by the current 
interpretative schemes of the political conservatism (“post-imperial melancholy”) and the 
liberal and humanistic multiculturalism. Rather, taking into consideration the narrative 
scheme of the long twentieth century, the more adequate interpretation of postimperial 
English culture, I have argued, is explored in its transatlantic expansions of the liberalism 
of Bloomsbury Group, English heritage films, and literary/cultural theory, in which history 
of culture of empire is variously traced in meta-diachronic or genealogical ways. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、英国文化とポストインペリアルな歴史
状況との関係を問う研究が顕著になってき
ている。たとえば、Fredric Jameson の

“Modernism and Imperialism”(1990)を踏ま
え、30 年代以降の英国国民文化の構築・編制
を論じた Jed Esty の A Shrinking Island: 
Modernism and National Culture in 
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England (2004)も、その帝国の衰退や収縮を
主題化しているにもかかわらず、実は、大英
帝国のポストインペリアルな文化的影響力
（たとえば 90 年代以降のアメリカ多文化主
義への影響）を問題にしている。従来のよう
に、20 世紀を戦争と革命の世紀と捉え、実質
的には、ロシア革命にはじまりサッチャリズ
ムにおわる「短い 20 世紀」――および、政
治と文学との二項対立による、20 年代の実験
的文学の時代と 30 年代の政治的文学の時代
といった図式――を研究対象とするのでは
なく、むしろ、政治と文学が相対的自律性を
保ちつつも相互に連動・連関している、従っ
て、英国の古い帝国主義とその文学と米国の
新しい帝国とその文化との区別も資本主義
世界のグローバル化の諸過程において差異
や対立を含んだ連続体として捉えるという
ことだ。すなわち、英国の政治的リベラリズ
ムやモダニズム文化は、帝国としての米国へ
と系譜的につながる、「長い 20 世紀」
(Giovanni Arrighi The Long Twentieth 
Century (1994))において解釈されることが、
現在、要請されているのではないか。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ポストインペリアル英国文
化、すなわち、脱植民地化の動きに伴う 20
世紀全般にまたがる英国の政治および文
学・文化の総体を、明らかにすることにある。
1920 年代を中心とする狭義のモダニズム文
学、戦間期に再編制される国民文化、50 年代
の文化研究といった、英国 20 世紀前半 50 年
の時間的・空間的範囲をさらに拡張して、現
在ますます顕著となる文化のグローバル化
と新たな帝国主義のさまざまな関係性を解
釈する。 
 
３．研究の方法 
具体的な研究の方法としては、研究対象であ
る英米両国の拡張主義的な文化空間に繰り
広げられる長い 20 世紀を、以下の 3 つの研
究主題領域に区分し、ポストインペリアル英
国文化の全体像を把握する。 
（１）グローバル化や多文化主義といったポ
ストインペリアルな政治文化を特徴づける、
英国のリベラリズム・社会主義の文学や社会
思想、および、植民地文学。 
（２）80 年代サッチャリズム以降の英国文化
の代表的な文化的生産物としてのヘリテー
ジ映画とそのグローバルなコンテクストと
しての米国ハリウッド映画産業。 
（３）Raymond Williams らによる 50 年代
英国の文化研究に対して人種や帝国主義の
観点から批判あるいは発展させたカルチュ
ラル・スタディーズ、および、それらに批判
的に反応・連動してきた英米のポスト構造主
義以降の批評理論。 

 
４．研究成果 
1990 年代以降の文学研究・批評理論は、リ
ベラルな多文化主義の可能性や現在のグロ
ーバル（あるいは「惑星的な(planetary)」）
な歴史状況を探る試みをおこなってきたと
いえる。たとえば、Paul Gilroy の After 
Empire: Melancholia or Convivial Culture? 
(2004)は、英国の保守主義あるいはその政治
文化に大英帝国解体後になおも残存する帝
国意識を批判的に取り上げた。だが、そうし
た政治的無意識にみられる不安は、戦後に覇
権国となった米国のネオ・コンサーヴァティ
ズムや冷戦イデオロギーの亡霊の場合と同
じく、20 世紀末からますます顕著となってき
ている経済・文化のグローバル化と新たな帝
国主義のさまざまな進行や拡大に起因する
ものでもあった。したがって、英国文化、あ
るいは、「英文学」をその重要な一部とする
グローバルな帝国の文化は、大英帝国からの
脱植民地化や冷戦状況の動きに伴う 20 世紀
全般にまたがる英米のトランスナショナル
な地政学によって、明らかにされなければな
らない。本研究がその成果として明らかにし
たのは、21 世紀の現在につながるグローバル
化や帝国主義のイデオロギーが、実のところ、
英国リベラリズムの政治文化によっても担
われていたこと、この点にほかならない。 
具体的には、1920 年代を中心とするコス

モポリタンなモダニズム文学と 30 年代にお
ける国民文化の編制を経て 50 年代のナショ
ナルでポピュラーな文化研究のはじまりに
いたる英国文化の歴史のプロセスが、まず、
冷戦期米国にハイ・カルチャーとして制度化
された文学的なモダニズムと大学における
ナショナルな文学研究との関係において、さ
らには、ポスト冷戦期のカルチュラル・スタ
ディーズとポピュラー・カルチャーのグロー
バルな再編において、編制されてきたことを、
ブルームズベリー・グループのリベラルな政
治文化、80 年代以降のヘリテージ映画のグロ
ーバルな転回、英米の批評理論の系譜の 3 つ
の主題領域において、示した。換言すれば、
ポストインペリアルな英国文化は、英国モダ
ニズムやリベラル・イングランドの政治文化
から帝国アメリカへとトランスアトランテ
ィックに転回する「長い 20 世紀」(Giovanni 
Arrighi)というメタ通時的・歴史的視座によ
ってはじめて十分な解釈できることを提示
した。  
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